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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

エ
ビ
養
殖
の
保
温
室
が
完
成
！

南
半
球
は
、
年
間
で
最
も
気
温
の
低
い
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。
レ
ダ
基
地
で
は
最
高
気
温
が
一

桁
の
日
も
あ
り
、
時
に
は
ス
タ
ッ
フ
や
従
業
員
が
、

焚
き
火
で
暖
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
稀
な
現

象
で
す
が
、
六
月
、
雹(

ひ
ょ
う)

が
降
り
ま
し
た
。

レ
ダ
の
塩
水
で
孵
化
し
、
育
成
し
た
オ
ニ
テ
ナ

ガ
エ
ビ
の
稚
エ
ビ
を
寒
さ
か
ら
守
り
、
大
き
く
育

て
る
た
め
に
、
必
要
な
の
が
保
温
設
備
で
す
。
先

号
で
、
保
温
室
の
建
造
工
事
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
こ
の
七
月
初
め
に
完
成
し
ま
し
た
。

保
温
室
内
に
は
、
基
地
の
木
工
場
で
製
作
し
た

保
温
槽
が
搬
入
・
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
気

温
の
変
化
に
強
い
水
産
設
備
と
し
て
、
オ
ニ
テ
ナ

ガ
エ
ビ
の
増
殖
・
養
殖
の
研
究
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

保
温
室
の
建
造
で
は
、
大
工
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
、
水
落
勝
氏
が
大
き
な
働
き
を
し
ま
し
た
。

レ
ダ
で
は
、
日
本
の
よ
う
な
台
風
や
地
震
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
暴
風
雨
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
保
温
室
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
と
柱

を
備
え
、
全
体
の
造
り
も
精
巧
に
仕
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
水
落
氏
は
今
回
、
約
十
か
月
間
の
赴
任
期

間
を
全
う
し
、
日
本
に
帰
る
日
の
押
し
迫
る
中
で
、

寝
食
を
忘
れ
る
ほ
ど
作
業
に
没
頭
し
ま
し
た
。

七
月
四
日
、
韓
国
の
鮮
文
大
水
産
生
命
医
学
科

よ
り
、
權
爀
樞
教
授
が
二
名
の
研
究
生
を
伴
い
、

左
藤
ト
シ
子
さ
ん
と
共
に
レ
ダ
に
到
着
さ
れ
、
そ

の
飛
行
機
で
水
落
氏
は
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

鮮
文
大
は
、
韓
国
で
内
水
面
養
殖
研
究
の
蓄
積

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
奥
迫
夫
妻
と
共
に
、
オ

ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
完
全
養
殖
に
向
け
て
、
力
を
合

わ
せ
て
行
き
ま
す
。
ま
た
パ
ク
ー
の
養
殖
を
指
導

し
て
く
れ
た
、
マ
グ
ノ
教
授
が
所
属
す
る
ア
ス
ン

シ
オ
ン
国
立
大
学
獣
医
学
部
も
、
エ
ビ
養
殖
の
共

同
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
未

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
、
ウ
ェ
ッ

ト
チ
ャ
コ
地
域
に
お
い
て
、
前
人
未
踏
の
研
究
に

挑
戦
し
、
実
用
化
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

完成した、エビ養殖の保温室
7月14日撮影

ビニールカバーを張る作業。6月27日仕事を完成させる水落氏。7月2日 すべてプロの精巧さで作業。6月20日



今
、
レ
ダ
基
地
で
は權教授たちにタロイモ栽培を説明する中田所長。

タロイモを収穫する青年たち。

孵化器で稚エビの生育を研究。 エビの成長を観察・研究する奥迫さん。 エビの養殖場。左の写真がその中。

ボートの修理を開始した、米国からの一行。

仲よし2匹。

ベニータと左藤トシ子さん。 収獲したパクーを手に、研究生のイム君。

青年たちが育てているレタス。第一農場福島さん(左)と河野さんの花壇作業。

研究室開所式でテープカット。7月9日歓迎のバナー。

權教授(紫シャツ)とイム君とミン君(右の2人)と奥迫夫妻。7月4日



第
二
十
二
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

六
月
三
十
日
（
土
）
、
午
後
一
時
半
よ
り
、
大
山
街
道
ふ

る
さ
と
館
二
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回

環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
誤

解
／
曲
解
を
正
す
」
、
講
師

は
第
二
十
回
で
も
講
義
さ
れ

た
、
気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー

地
球
環
境
・
気
候
研
究
推
進

室
長
の
鬼
頭
昭
雄
先
生
。
参

加
者
は
三
十
六
名
で
し
た
。

鬼
頭
先
生
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第

一
作
業
部
会
第
二
次
～
第
五

次
評
価
報
告
書
に
続
き
、
現

在
は
第
六
次
評
価
報
告
書
の

代
表
執
筆
者
を
務
め
て
い
る
、

地
球
温
暖
化
問
題
の
専
門
家

で
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

も
、
第
二
十
回
と
同
様
に
、

綿
密
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
図

表
を
駆
使
し
た
、
密
度
の
高

い
講
義
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
八
九
六
年

ア
レ
ニ
ウ

ス
の
試
算
」
「
温
暖
化
懐
疑

論
の
特
徴
」
「
二
酸
化
炭
素

濃
度
の
増
加
と
海
洋
酸
性
化
」

「
温
暖
化
は
起
き
て
い
る
の

か
？
」
「
自
然
変
動
で
は
な

い
の
か
？
」
「
温
暖
化
の
原

因
は
何
か
？
」
「
気
候
モ
デ

ル
は
信
頼
で
き
る
か
？
」

「
温
暖
化
に
よ
り
気
候
リ
ス

ク
が
増
加
す
る
」
「
地
球
温

暖
化
が
引
き
起
こ
す
社
会
・

経
済
的
な
影
響
」
等
々
、
説

得
力
と
切
迫
感
の
あ
る
内
容

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
講
義

内
容
全
体
が
、
と
て
も
高
度

か
つ
豊
富
な
た
め
、
後
に
環

境
問
題
研
究
会
に
よ
る
詳
細
な
ま
と
め
が
用
意
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
三
点
だ
け
報
告
し
ま
す
。

●
現
在
の
炭
素
循
環：

「
年
々
の
炭
素
循
環
量
は
、

海
洋
と
大
気
の
交
換
量
約
八
〇
〇
億
ト
ン
に
対
し
、

化
石
燃
料
等
の
人
為
起
源
は
約
八
〇
億
ト
ン
。
自

然
の
炭
素
循
環
は
収
支
均
衡
し
て
い
る
が
、
人
為

起
源
の
二
酸
化
炭
素
は
大
気
・
海
洋
中
に
年
々
蓄

積
さ
れ
続
け
て
い
る
。
産
業
革
命
期
以
降
の
積
算

で
は
三
五
〇
〇
億
ト
ン
に
達
し
自
然
界
の
炭
素
交

換
量
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
（
右
図
）
」

●
リ
ス
ク
＝
ハ
ザ
ー
ド×

曝
露×
脆
弱
性：

「
気

候
に
関
連
し
た
影
響
の
リ
ス
ク
は
、
人
間
及
び
自

然
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
や
曝
露
と
気
候
に
関
連
す

る
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
な
事
象
や
傾
向
な
ど
）
と
の

相
互
作
用
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
。
脆
弱
性
、
曝

露
、
ハ
ザ
ー
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
を
小
さ
く
す
る
こ
と

で
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
右
下
図
）
」

な
お
曝
露
と
は
、
有
害
物
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

(
e
x
p
o
s
u
r
e
)

を
言
い
、
暴
露
と
も
書
き
ま
す
。

●
温
暖
化
懐
疑
論
の
特
徴：

こ
の
講

義
は
、
論
理
学
の
虚
偽
論
を
簡
潔
に

ま
と
め
た
よ
う
な
内
容
で
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
で
も
幅
広
く
役
に
立
つ

も
の
で
す
。
こ
れ
を
頭
の
中
に
入
れ

て
お
け
ば
、
人
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
騙

さ
れ
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
人

が
悪
意
か
ら
で
な
く
人
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
上
で
も
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
が
あ
り
、

午
後
四
時
過
ぎ
、
恒
例
の
記
念
撮
影

を
し
て
、
和
や
か
に
閉
会
し
ま
し
た
。

鬼
頭
先
生
と
参
加
者
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
紙
、
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
見
逃
し
な
く
！

温
暖
化
懐
疑
論
の
特
徴

●

既
存
の
知
見
や
観
測
デ
ー
タ
を
誤
解
あ
る
い
は
曲
解
し
て
い
る
。

●

す
で
に
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と

批
判
す
る
。

●

多
数
の
事
例
・
根
拠
に
基
づ
い
た
議
論
に
対
し
て
、
少
数
の
事
例
・

根
拠
を
も
っ
て
否
定
す
る
。

●

定
量
的
評
価
が
進
ん
で
い
る
事
項
に
対
し
て
、
定
性
的
に
と
ど
ま
る

言
説
を
持
ち
出
し
て
否
定
す
る
。
（
定
性
的
要
因
の
指
摘
自
体
は
よ
い

こ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
意
義
づ
け
に
無
理
が
あ
る
。
）

●

不
確
か
さ
を
含
め
た
科
学
的
理
解
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
確
か
さ
を
強
調
す
る
。

●

既
存
の
知
見
を
一
方
的
に
疑
い
な
が
ら
、
自
分
の
立
論
の
根
拠
に
関

し
て
は
同
様
な
疑
い
を
向
け
な
い
。

●

問
題
と
な
る
現
象
の
時
間
的
お
よ
び
空
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
取
り
違

え
て
い
る
。

●

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
取
り
決
め
の
内
容
な
ど
を
理
解
し
て
い
な
い
。

●

三
段
論
法
の
間
違
い
な
ど
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
誤
解
が
あ
る
。

(

明
日
香
壽
川
ほ
か
「
地
球
温
暖
化
懐
疑
論
批
判
」(

2
0
0
9
)

か
ら)

セミナーの最後に記念撮影。6月30日午後4時15分 語る鬼頭昭雄先生。大山街道ふるさと館



会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: https://asd-nsa.com

ベ
ラ
ン
ダ
を
緑
に
！

酷
暑
を
乗
り
切
ろ
う
！

私
た
ち
一
人
一
人
が
心
が
け
る
こ
と
の
で
き
る

地
球
温
暖
化
対
策
も
、
探
せ
ば
広
範
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
つ
、

環
境
省
のC

O
O
L
C
H
O
I
C
E

（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）
よ

り
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
、
楽
し

く
お
い
し
い
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
今
か
ら
で
も
十
分
に
間
に
合
う
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
、
二
十
日
大
根
な
ど
が
お
奨

め
で
す
。
（
以
下
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
引
用
）

植
物
を
育
て
る
楽
し
さ
は
想
像
以
上
！

生
活
の
中
に
植
物
が
あ
る
と
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で

楽
し
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
自
分
の
手
で
育
て
れ
ば
、

土
に
触
れ
た
り
、
香
り
を
か
ぐ
こ
と
で
も
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
き
ま
す
。

特
に
家
庭
菜
園
は
、
収
穫
の
喜
び
が
あ
り
、
農
薬
の

心
配
も
な
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
、
究
極
の
贅
沢
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
庭
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
大

丈
夫
！
ベ
ラ
ン
ダ
で
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
ひ
と
つ
か
ら
始

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
で
必
要
な
も
の
は
、
野
菜
や
ハ
ー
ブ

の
種
（
ま
た
は
苗
）
と
、
鉢
、
シ
ャ
ベ
ル
、
培
養
土
な

ど
で
す
。
道
具
は
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
手
に
入
る
の
で
、

手
軽
に
始
め
ら
れ
ま
す
。
市
販
の
種
は
、
ラ
ベ
ル
に
簡

単
な
育
て
方
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ

れ
を
参
考
に
し
て
植
え
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
の
コ
ツ

■
日
当
た
り
が
重
要
。
陰
に
な

る
と
こ
ろ
は
鉢
台
な
ど
を
使
う
。
■
夏
に
西
日
が
強
い

場
所
は
、
遮
光
ネ
ッ
ト
で
乾
燥
や
葉
焼
け
を
防
ぐ
。
■

ベ
ラ
ン
ダ
の
耐
荷
重
に
注
意
し
、
避
難
経
路
を
ふ
さ
が

な
い
。
■
ツ
ル
が
広
が
る
植

物
は
、
洗
濯
物
干
場
な
ど
の

動
線
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
植

え
る
場
所
を
調
整
す
る
。

基
本
的
な
育
て
方
は
、
発

芽
ま
で
は
土
を
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
し
て
、
発
芽
後
は
土

が
乾
い
た
ら
し
っ
か
り
水
を

や
り
ま
す
。
鉢
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
、
適
度
に
間
引
き

し
て
く
だ
さ
い
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちしてい
ます。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ムラサキシジミ

第
十
八
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
へ
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

●
今
年
の
奉
仕
地
は
、
チ
ャ
コ
の
ト
ロ
パ
ン
パ
村

レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
当
会
で
は
毎

年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
チ
ャ
コ
地
方
の
ト
ロ
パ
ン

パ
村
に
お
い
て
、
小
学
校
の
わ
き
に
公
園
を
造
る
た
め
の
奉
仕
作

業
を
し
ま
す
。
す
で
に
ト
ラ
ッ
ク
五
台
分
の
土
を
盛
り
、
遊
具
を

選
定
し
て
い
ま
す
。
公
園
造
り
は
、
村
人
た
ち
の
長
年
の
夢
の
実

現
で
あ
り
、
当
会
を
信
じ
て
協
力
を
要
望
さ
れ
た
も
の
で
す
。

例
年
と
同
様
、
奉
仕
作
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
主
と
し
て
学
校

の
教
師
、
生
徒
、
父
母
た
ち
。
活
動
期
間
を
通
じ
、
子
供
た
ち
と

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
す
。
村
人
た
ち
は
、
熱
意

に
溢
れ
た
校
長
先
生
を
筆
頭
に
、
す
で
に
日
本
の
青
年
奉
仕
隊
の

訪
れ
を
、
大
変
に
楽
し
み
に
し
、
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

●
支
援
金
の
送
り
先：

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
＝
記
号
１
０
２
８
０

番
号
６
１
３
４
９
７
５
１

他
の
金
融
機
関
か
ら
＝
店
名
〇
二
八

店
番
０
２
８

普
通
預
金
６
１
３
４
９
７
５
１

●
未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
も
支
援
に
な
り
ま
す
。
送
り
先
等
の

お
問
合
せ
は
、
下
段
左
の
、
当
法
人
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。

COOL CHOICE 検索

第13回奉仕隊を歓迎するトロパンパの住民たち。

トロパンパの子供に折り紙を教える。2013年8月

https://ondankataisaku.env.
go.jp/coolchoice/topics/20
170919-01.html


